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新
部
長
に

佐
々
木
津
氏
を
選
任

名
取
市
商
工
会
青
年
部

去
る
問
月
十
五
日
(
月
)
刷
末
崎

市
対
司
分
間
に
お
い
て
、
平
成
二
十
五

年
度
名
取
市
商
工
会
青
年
部
通
常
総

会
を
出
席
者
十
四
名
に
て
附
催
致
し

ま
し
た
。
小
山
商
工
会
長
、
佐
々
木

市
長
か
ら
ご
税
務
を
頂
い
た
後
、
松

口

本
政
裕
氏
を
議
長
に
選
任
し
、
議
事

3

に
入
っ
た
。
第
一
口
方
議
案
か
ら
第
四

s
コ
記

号
議
案
ま
で
ス
ム
ー
ズ
に
可
決
承
認

時
一
目

さ
れ
、
任
期
満
了
に
伴
、
つ
役
貝
選
任

巴

ヨ

に
お
い
て
新
し
く
次
の
役
員
が
選
任

一
E

E

さ
れ
ま
し
た
。

報
一回

会
一E
A

会

F
U
復
興
支
援
と

議
一b
冷

地
域
環
境
づ
く
り
の
推
進

問

一

O

名
取
市
商
工
会
女
性
部

引

一

B
女
性
部

(
相
滞
き
よ
の
部
長
)
で

樹

一見

は
、
去
る
四
月
二
十
四
日
(
水
)
商

広
一信
V
工
会
館
に
お
い
て
通
常
部
貝
総
会
が

沼

一
3
J
開
催
さ
れ
、
新
た
な
年
度
が
ス
タ
ー

じ
い
い一

四
一一
=
町

p

p

'

〉
:

;

|

:

叫
在

一
r
y』
ト
し
ま
し
た
《
本
年
も
弓
き
私
き

取

一

女
性
部
な
ら
で
は
の
復
興
支
援
と
、

名

一

住
み
良
い
地
域
環
境
づ
く
り
に
貢
献

し
て
い
く
こ
と
を
念
願
に
事
業
を
展

開
し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
事
業
の

一
環
と
し
て
「
な
と
り
ん
か
ま
つ
り
」

会
場
に
お
い
て
、
花
苗
の
チ
ャ
リ

テ
ィ

l
バ
ザ
ー
を
開
催
、
そ
の
完
上

金
等
を
去
る
六
月
二
十
六
円

(水
)

に
東
日
本
大
足
災
に
伴
う
民
災
遺
児

孤
児
の
学
業
支
援
の
た
め
名
取
市
へ

第 26号

部

長

佐

々

木

洋

副
部
長

今

野

部

秀

副
部
長

丸

子

和

士

新
し
く
部
長
に
選
任
さ
れ
た

佐

々

木

部

長

の

下

、

今

後

と

も

青
年
部
只
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

図

り
、
地
域
商
工
業
振
興
及
び
、

地
域
活
性
化
に
貢
献
し
て
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

佐々木部長の挨拶

寄
付
致
し
ま
し
た
。
ま
た
、
六
月
に

は
市
体
育
館
や
因
性
館
等
公
共
施
設

や
市
内
陶
応
街
等
各
地
区
に
花
市
を

植
栽
す
る
な
ど
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動

を
実
施
致
し
ま
し
た
。

今
後
と
も
女
性
部
と
し
て
粘

一
杯

努
力
し
て
参
り
ま
す
。

新
役
員
で

新
た
な
取
り
組
み
を

岩
沼
市
商
工
会
青
年
部

去
る
問
月
十
八
日
(
木
)
杭

住
に
お
い
て

、
総
勢
十
二
名
の

出
席
の
も
と
平
成
二
十
五
年
度

岩
沼
市
商
工
会
青
年
部
通
常
部

μ総
会
を
開
催
し
た
。

拠
出
さ
れ
た
第
一
号
議
案
か

ら
第
三
国
方
議
案
ま
で
異
議
な
く

承
認
さ
れ
、
第
四
号
議
案
の
任

期
満
了
に
伴
う
役
員
選
任
の
件

で
は
、
部
-hk
に
太
山
大
輔
氏
が

選
任
さ
れ
た
。

今
年
度
は
、

問
工
会
が
提
供
す

る
簡
易
事
業
所
ホ
!
ム
ペ

l
ジ

『

S
H
I
F
T
』
な
ど
を
利
用
し

「
平
成
二
十
五
年
度

部
員
総
会
終
了
」

岩
沼
市
商
工
会
女
性
部

去
る
凹
月
二
十
六
日
(
金
)
、
稲

住
に
お
い
て
女
性
部
の
通
常
部
只
総

会
を
開
催
し
、
上
程
さ
れ
た
三
議
案

は
渦
場

一
致
で
典
訴
な
く
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

今
年
度
の
女
性
部
事
業
は
、
食
お

こ
し
に
係
る
調
査
研
究
を
実
施
し
、

女
性
な
ら
で
は
の
柔
軟
な
発
想
と
特

性
を
活
か
し
た
岩
引
の
新
た
な
食
の

旧
制
り
起
こ
し
を
行
い
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
交
通
事
故
防
止
運
動
ゃ
い

わ
ぬ
ま
復
興
五
ま
つ
り
に
参
阿
し
、

地
域
的
性
化
の

一
一
切
と
な
る
よ
う
、

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
女
性
部
日

た
取
り
組
み
を
導
入
し
、
側
々
の
い
引
業

所
の
間
川
報
発
信
に
繋
げ
な
が
ら
経
営
改

普
に
取
り
組
む
こ
と
を
定
点
事
項
と
し

た
。

-新役員

[部長]太m大事Ii(附岩出生花庖)
[副部長l締本佐治 (大栄施設管理工:tJi(附)
[ " J三浦昭一郎 (仰三iili瓦l占)
[常任委員]吉田 l回目、 (附育昭フーズ)

[ " J千葉 光 (I{lI"千葉i樹脂)
[ " J ii1i野iit介 (セプンイレプン糊桜2丁目広)
[ " Jぬれ 大 (附品目宅配センター)
[監査委日l村上仁志 (附村上自動車磁会)
[ " Jキj事成晃 ((附*i事商J苫)

の
資
質
向
上
と
し
て
各
種
講
習
会
の

開
催
、
研
修
事
業
な
ど
、
部
員
同
士

の
交
流
を
は
か
り
な
が
ら
笑
施
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
女
性

部
活
動
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま

す，
。

ヲC二二二二-コ

共済金額を限度に損害額を全額補償する

「新総合火災共済Jをお勧めします。(住宅 ・併用住宅のみ)

先ずはお見積を!!
民間の損害保険会社の地震保険を取銭っております。

あるいは直鐙 宮城県火災共済也同組合宮城県中小金銭共済協同組合

T札022(263) 1265 TEL022 (267) 2878 

(10) ~均衡あるまちづくりを目指して~
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中
小
企
業
等
グ
ル
ー
プ
施
設
等

復
旧
整
備
補
助
金
募
集
期
間
決
ま
る
!

被
災
し
た
中
小
企
業
等
の
胞
設

・

設
備
の
復
旧

・
盤
備
に
係
る
補
助
事

業
『
中
小
企
業
等
グ
ル
ー
プ
施
設
等

復
旧
整
備
補
助
金
』
の
募
集
期
間
の

予
定
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
お

知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
ホ
間
工
会
と

し
て
復
興
計
画
作
作
成
・
山
中
市
等
全

両
的
に
支
援
い
た
し
ま
す
。

{
補
助
事
業
概
要
}

被
災
地
域
の
中
小
企
業
等
の
グ

ル
ー
プ
が
復
旧
卒
業
計
画
牲
を
作
成

し
、
宮
城
県
か
ら
認
定
を
受
け
た
場

合
に
、
施
設

・
設
備
の
彼
旧

・
整
備

に
対
し
て
七
十
五
%
補
助
を
受
け
ら

れ
る
制
度
。

{
募
集
期
間
}

O
九
次
募
集

九
月
上
旬

1

(約

一
ヶ
月
程
度
)

O
十
次
募
集

十
ご
川
上
旬
j

(
約

一
ヶ
月
程
度
)

※
交
付
決
定
目
前
に
実
施
し
て
い
る

経
質
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
商
工

会
で
は
、
前
記
募
集
期
間
に
向
け

て
復
興
計
回
件
作
成
の
支
援
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

}
(
81
3
;
、z
a
i
-
-
34

ん
イ

m汁
川
前
-I
-AZ
・
H
Z

・J
H
ゴ川
前

]

会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

f新たな税制措置ができまましたj
商業・サービス業の設備投資を応援する特別な税制創設

中小企業庁では、卸売業 ・小売業 サービス業の個人
事業者、中小法人が設置する設備投資 [器具及び備品]
[建物付属設備]に対して税制優遇措置制度が創設され
ました。
商工会等支援機関の「指導及び助言」を受けることに
より、①設備を使い始めた年度の減価償却費を増やす
(30%特別償却)または、①税額の控除(フ%)を受け
ることができます。

納税額が少なくなります。
この税制措置を受けるには 「青色申告書提出Jの
個人 ・法人が対象となりますが、 従業員数の制限や
資本金額の制限があり、 対象業種 -対象設備も制限
があります。

例えばこんな設備投資が対象

0新しい商品を販売するため、陳列棚を入れる。
Oレジスターを入れ替える。
0古くなった看板などお后の外装をきれいにする。

適用要件や対象設備など詳細につきましては、
支援機関である名取市・岩沼市商工会までご連絡下さい。

労働保険事務組合のお知らせ
労働朽 (パー トタ イマ一、アルバイ ト合む)を一人でも取JlIしてい

れば業H(.m般の911Mをr::1わず労働保険の適JlI!J~~~ とな り、 )J~業主は

成立 (加入)手続き を行い、労働保険料を納付しなければなりません。 ( t~

林水産の一部の事業は除きます。)商工会ではlr~~王の符様に代わり労

働保険にl則する事務代行をする以生労働大陸の認可を受けて引務総合
を設置しております。 ~J~務総合に委託しますと①事務処理!の n担が続

減され、②事業主及び家族従業員、 i生只も労災保険に加入することがIl¥
*ます (特別加l人)、③労働保険科の金額に関係なく年3闘に分けて納

付することが出来ます。

詳しくは告商工会まで、お問い合わせ願います。

「
専
門
家
の
ご
活
用
を
」

中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
ビ
ジ
ネ
ス

創
進
等
支
援
事
業
の
案
内

名
取
市
向
工
会
で
は
、
宮
城
県
商
工

会
迎
合
会
と
述
挑
し
、

日
山は

・
専
門
的

な
経
営
に
か
か
わ
る
課
題
に
対
し
て
専

門
家
を
無
料
で
派
遣
致
し
ま
す
。
事
業

所
の
抱
え
る
様
々
な
諜
題
に
適
切
に
対

応
す
る
専
門
家
を
数
多
く
登
録
し
て
お

り
、
自
ら
で
対
応
困
難
な
高
度

・
専
門

的
な
経
営
部
組
解
決
に
つ
い
て
ご
支
援

致
し
ま
す
。

企
業
経
営
の
方
向
性
等
に
つ
い
て
、

適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
、
道
し
る
べ
策
を

ご
提
案
い
た
し
ま
す
。
無
料
派
遣
回
数

等
制
限
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ま
ず
、

名
取
市
商
工
会

・
岩
沼
市
商
工
会
へ
ご

迷
給
阪
い
ま
す
。

国
側ω
@
g
m
U
侶
必
切
回
マ
お
園
切
@
日
高
答

合袈
0
8
A
G
@お
鹿
目
卒
器

容
悦
駁
g
m
V
A
V
拶
B

v

g
す
日

個
人
・
法
人
事
業
所
で
、
震
災
の
影
響
を
受
け
、

事
業
継
続
に
あ
た
り
、

借
入
金
返
済
の
負
担
軽
減
な
ど
、
国
の
機
闘
が
金
融
面
で
サ
ポ
ー
ト
。

①
事
業
計
画
作
成
の
サ
ポ
ー
ト

っ
こ
緒
に
作
成
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
)

②
そ
の
計
画
に
基
づ
い
て
震
災
前
の
お
借
入
を
金
融
機
関
か
ら
機
構
が
債
権

を
買
取
し
、
条
件
変
更
(
期
限
延
長
、
返
済
猶
予
、
債
権
放
棄
、
金
利
引

下
げ
等
)
を
行
い、

事
業
継
続
に
必
要
な
財
務
の
(
資
金
繰
り
〉
安
定
化

を
サ
ポ
ー
ト
致
し
ま
す
。

①
相
談
し
た
こ
と
が
金
融
機
関
に
知
れ
る
と
後
々
取
引
に
悪
い
影
響
が
出
る

か
も
し
れ
な
い
と
思
い
、
相
談
し
辛
い
。
心
配
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ご
心
配
に
は
及
ひ
ま
せ
ん
。
震
災
機
構
は
全
金
融
機
関
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
し
て
い
ま
す
。

口例えば、震災の前に、3000万円、銀行から借入れがある窃業者A社を想定します。

震災によって工耳目が全頃.
3.000万円の俗入れが強ってしまった.... l!iiヨを5:t1:tられるのか?

.砂 過去の(岱入れはどうT，j.るの白、っ
' 合計で8.000万円も返済できるの白、っ

震災笹

. (立て直しに肉傘Ii必・); I 
新たな借入金 : 1 

bμ竺豆オト 二鐙債務
r-ーーー一一-〆1r 8.000万円
1 3.000万四 1 1 

合迫盟国邑直司艦白?

合配測り瓦れ陣? 司募る不安、 心配
*8.000万円も軍清司隣町、ヲ

O当機織で!草、下記、 二重債務を抱える事業者の笛績を支怨していきます。

(A)事療再生肘碩づくり支111 / '¥肉 I(C)筋しい資創綿

戸商づくりをお手伝い¥. (Ill蜘舗 I ~迫力日殿前)
ます;;-- --_. - ~" .?へ .---1- I銀行l手工場再建に必要な滋賀

5.000万円を行うことが
出来るようになります。

0工喝が全壕

工場を再建するには、 5目000万円の
新たなf詰入れが必要。

震災前

~新たな取組のご相談は商工会へ~(11) 
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源泉税納付はお早めに!目

源泉税納期特例月l，n'i事業所の従業11. l'f色専従者給
与所得に関する源泉所得税の納付期限は今岡の出災に

より延長はされておりますが、納付できる状況にある

場合は納付するようお願いrpし上げます。
尚、例年|日l線下記の通り 、例別J行部をI)HI臨致します
ので、お気軽にご相談下さい。

0相談期間
名取ili商工会 7 ) J 1臼 ()J)-1 011 (水)

午前9時~午後41時 (1旦し.1:' nは除く。)
岩沼市商工会 :7 n 8日 ()J)-lOトI(水)(3 R IIJJ) 

午前91時~午後4時

日本政策金融公庫職員に直接相談

Eヨ~lJE~~:司:1恒E君主:~f;J;ilWt$軍司主事~ヨ

知って得する金融情報 一定期相談実施Iドー
r，取市陶工会と狩沼市商工会では、日本政策金融公館仙台支庖より
駁μをご派遣頂き、毎週iElUI融資相談業務を実施しております。

0相談日毎週水曜日
名取市商工会 :1 0 : 00 ~ 1 2 : 00 

岩沼市商工会:1 3 : 30 ~ 1 5 : 30 

相談ご希常の方は、l待1MBち定となっておりますので、
名商工会までおqlし込み下さい。

。日本政策金融公庫融資制度
。準備物

①源泉街収簿 (給与台帳)

@源泉鍛収領収書 (今年lH納付前のもの)
③源泉徴収納付書 (今回使川分)

①その他必要書類

0お申込、お問合せは
O1'，1[{市商工会 TEL02 2-382-323 6 
0岩沼市商工会 TEL0223-22-25 2 6 

平成25ip6J1現在

祖 類 融資限度額 滋賀期間 融資利率

~tÍ" iJfi貸付 4.8∞Jj"円
運転 531o以内 J主権金利1.95%
ぷi信10 ij~以内

経常改 i~1'ì' (.t 1.5∞)jfl) 
運転 7年以内

JJ;ilf!金平1)1.65%
(i!1i'iji'作) 立備101ド以内

(震災対応m~) 1.0∞ Jj円
巡転 7年以内 JL徴金利0.i590
ぷ備10 年以内

印発
制行
所賢
任
偶者

* 王室
つ::y:
印石

制選
名遣
取棋

聖協
思議
克己..6..
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。舎冨@ffiij電ヘ⑫箇お区三ヨももτく>
2013年度夏季の電力需要は、 2010年夏季並みの猛暑と

怠るリスクや直近の経済成長の伸び、企業や家庭における節電

の定着忽どを織り込んだ上で、いすれの電力管内でも安定供給

に腹低限必要とされる予備率3%以上を確保できる見通しです。
t他方、大規模な電源脱落等によって電力需要が適迫する可能性

lが懸念されます。このような中、国民生活、経済活動等への影

を極力回避した無理のない形で、できる限りの節電をお願い

致します。
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①協力要請期間

平成25年7月1日 (月)-9月30日 (月)までの平日
(8月13日(火)-1 5日(木)を除く)における
午前9時かう午後8時
@協力内容

数値目標は設けす、無理のない範囲で、できる限りの節電に

協力(被災地域においては、特に無理の芯い範囲で協力)
・室内温度を2S.Cとする
-使用していない部屋は消灯を徹底する。

.照明を半分程度間引きする

-長時間席を殻れるときは、 OA機器の電源を切るか、
スタンパイモードにする。
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~経営・金融・税務・経理・労働・取引等のご相談は商工会ヘ~
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